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7. Isoteinon lamprospilus C. et R. Feleder, 1862
ホソバセセリ
壱岐には記録は無いが,その他の地域では普通に産する｡食草はススキ｡
8. 0chlodes ochracea rikuchina (Butler. 1878)
ヒメキマダラセセリ
壱岐,対馬,五島には産しないが,県下の他地区には産する｡食草はヤマカモジグサ｡






























15. Graphium sarpedlon nipponum (Fruhstorfer, 1903)
アオスジアゲ-
熟静性の蝶で県下に広く分布し, 4月～10月迄見られる普通種｡食草はクス,タブなど｡
















19. Papilio protenor demetrius Gramer, 1782
クロアゲハ
全県下に分布,普通種である｡食草はミカン類カラタチなど｡










































29. Catopsiha pyranthe LINNE, 1758
ウラナミシロチョウ
熱帯系の喋で, 1929年若松, 1931年都城で数頭採集され, 1953年9月には佐賀県下で多数の
発生を見て話題になった蝶である.本県では記録がなかったが,今回五島高校教諭中村隆一氏
によって採集された｡標本は同校に保存されている｡




















Arhopala japonica (Murray, 1875)
ムラサキシジミ
県下に広く分布する普通種｡食草はアラガシである｡












































43. Lycaena phlaeasdaimio (Seitz, 1909}
ベニシジミ
早春から出現する｡ヤマトシジミと共に県下では最普通種｡食草はギシギシ,スイバ｡
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49. Zizeeria maha argia (Menetries, 1857)
ヤマトシジミ
春から夏,秋まで至る所に見られる普通種｡幼虫はカタバミを食う｡
















































60. Salatura genutia (cramer, 1779)
スジグロカバマダラ
長崎市,島原半島,田平及び対馬に記録されている迷蝶である｡
61. Euploea mulciber barsine Fruhstorfer, 1904
ツマムラサキマグラ
長崎地方で1合が採れた事が記録されている0





63. Argyronome laodice japonica (Meneter, 1877〕
ウラギンスジヒョウモン
県下全域に分布する｡食草はスミレ類,オニシモツケ｡
64. Argyronome ruslana lysippe Janson, 1877
オオウラギンスジヒョウモン
県下全域に分布するが個体数は多くない｡








67. Damora sagana liane (Fruhstorfer, 1907)
メスグロヒョウモン
全県下に分布する普通種である｡個体数はさほど多くない｡
63. Fabnciana adippe pallescens (Butler, 1873〕
ウラギンヒョウモン
県下全地域にわたって分布するが,対馬では非常に稀であり,五島には記録がない0





70. Argyreus hyperbius CLirnie, 1763)
ツマグロヒョウモン
全県下に産する普通種O食草はスミレ0
71. Phalanta phalanta (Drury, 1773〕
ウラペニヒョウモンモドキ
1880竿に彼杵で1頭記録されている｡












75. Kalkasia philyra excellens (Butler, 1878)
ミスジチョウ
対馬で一回採集されているにすぎず,県下の他地区には産しない｡




77. Polygonia c-aureum (Linne, 1758)
キタテハ
壱岐,五島には記録がないが,他地区には産する｡食草はカナムグラ0













81. Vanessa indica (Herbst. 1794)
アカタテ-
全県下にどこにも産する普通種,個体数は多い｡食草はカラムシ,ラミーの某を食する｡


























Apatura ilia substituta Butler, 1873
コムラサキ
壱岐,対馬,五島には産しない｡他地域でも個体数は余り多くない｡食草はヤナ卓､





















94. Neope goschkevitschi goschkevitschi (Menetries, 1855)
キマグラヒカゲ
九州本土では山陰のような所なら何処でも採られる普通な種であるが,対馬には産せず,ま
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た壱岐,五島にも記録されていないo幼虫はイネ科,カヤツリグサ科の草本を食べるという｡








97. Kirrodesa sicelis (Hewitson, 1862)
ヒカゲチョウ
対馬,五島以外の県下各地に産する｡メダケ,クマザサが食草｡








































































































































































































73. (9) Limenitis helmanni Lederer
ナガサキイチモンジ
Leechによる長崎の記録が本邦における唯一の採集記録である｡
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第一図版
5
1.キバネセセリ13-VI一一1955対馬厳原
3.ムラサキツバメ3-VI-1958対馬厳原
5.アカシジミ24-5-1958対馬大船越
6
2.ミカドアゲハ18-V-,1961対馬厳原
4.タイワンモンシロチョウ23-VI-1958
対馬厳原
6.キリシマミドリシジミ甘6-W-1959
対馬有明山
第二図版
5
1.ツシマウラボシシジミ21-Ⅷ-1964
佐須森
3.オジロシジミ分41-X1957厳原
5.スジグロカバマグラ10-Ⅵn-1960
対馬大船越
6
2.クロシジミ2--Ⅷ-一一1957対m有明山
4.ウラギンシジミ(対馬亜種)
28-班-1958厳原
6.カバマグラ31-X-1961両高国見町
第三図版
5
1.ミドリヒョウモン(対篤亜種)
28一-1959有r柚[」
3.メスアカムラサキ甘23-IX-1960
小茂田
5.タテハモドキ3-YD-1961仁田
6
2.アオタテハモドキ!訂21- -1960
大舟斜竣
4.メスアカムラサキ♀ 28- -1954
年知
6.ウスイロコノマチョウ28-VK-1955
厳原
